
健康経営の取組内容と目標指標

健康投資

健康関連の最終的な目標指標従業員等の意識変容・行動変容に関する指標健康投資施策の取組状況に関する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営課題

定期健康診断・がん検

診等の実施

健診データシステムの活

用

産業保健スタッフによる

サポート強化

コンテスト応募者数の増加

睡眠セミナー参加者数の増加

メンタルヘルス教育の受講率の向上

ウォーキング・ラリー参加率の向上

食事セミナー参加者数の増加

朝食欠食対策教育の参加者の増加

ウォーキング・ラリー

運動習慣のある従業員割合の向上

健全な食習慣のある従業員割合の向上

メンタル不調の従業員割合の低下

喫煙率の低下

健全な睡眠習慣のある従業員割合の向上

健康リテラシーの向上

業務効率の向上

アブセンティーズムの削減

従業員の

生産性及び

ウエルビーイングの向上

従業員の健康が当社グループ及び社会にとって、大事な財産である

と捉え、従業員の健康増進活動を積極的に支援することにより、お

客様の暮らしのために。地域とともに、地球とともに、成長・発展し続

けます

企業価値

地球環境をはじめとする社会課題の解決に主体的に関わりながら、

すべての人々が「安心・安全」「便利・快適」「喜び・生きがい」を実感

でき、次世代が夢を持って成長できる社会の実現に貢献する

社会的価値

人的健康資源

健康経営宣言 グループ健康経営大綱

社長動画メッセージ

環境健康資源

健康資源

健全な睡眠習慣のある従業員割合

健康リテラシー
健康リテラシーの高い従業員割合 健康診断受診率健全な食習慣のある従業員割合 身体不調がない従業員割合

健康診断再受診率喫煙率運動習慣のある従業員割合 アブセンティーイズム

様々な効果に関連する

健康投資

ハイリスク者の減少

健康診断及び再受診の受診率の向上

身体不調のない従業員割合の向上

受診者・再受診者の割合の増加

オンライン保健師相談の実施率の向上

特定保健指導受診者の割合の増加

脳ドック・配偶者の人間ドック受診者数の増加

動脈硬化に関するセミナー参加者数の増加

禁煙プログラム参加者数の増加

女性特有疾患対策セミナーの参加者数の増加

テレワーク環境改善セミナー参加者数の増加

体力維持セミナー参加者数の増加

食事セミナー

朝食欠食対策教育

健康レシピコンテスト

睡眠・仮眠セミナー

メンタルヘルス教育

健康診断受診及び再受診の促し強化

オンライン保健師相談

（血糖リスク・適正体重・シニア層・脳血管及び心疾患リスク層向け等）

特定保健指導の受診促し強化

動脈硬化に関するセミナー

禁煙プログラム

女性特有疾患対策（PMS・更年期）セミナー

肩こり・腰痛解消に関するアプリ活用

テレワーク環境改善セミナー

体力維持セミナー（高年齢層向け）

運動セミナー

脳ドック受診勧奨・配偶者の人間ドック費用補助

運動セミナー参加者数の増加

アプリ利用者数の増加

健康リテラシーの高い従業員の割合

2023年度実績 70.4％

2024年度目標 75.0％

（2025年度目標 80.0％）

休業件数年千人率

千人あたり1年間に発生する疾病件数

2023年度実績

15.9件(フィジカル)  15.1件(メンタル)

2024年度目標

15件（フィジカル） 14件（メンタル）

身体の不調がない時の実力を100とした

場合の仕事における実力発揮度

2023年度実績 76.3

2024年度目標 78.0

運動

運動

食事

食事

食事

睡眠

ストレス

健康診断

健康診断

嗜好品

労働生産性

労働生産性

労働生産性

健康診断

健康診断

健康診断

労働生産性

健康サポート休暇の

利用

休暇制度

個人の参画

健康活動

宣言

BMI・血糖値の改善

BMI・血糖値の適正値割合

2023年度実績

BMI 62.3％（男性） 64.2％（女性）

血糖値61.8％

2024年度目標

BMI 65％（男性・女性）


